
 

別紙２－１ 
 

肥料コスト低減体系緊急転換事業取組計画書（記入例） 

 
第１ 取組実施者の概要 
 
取組実施者名 

 
〇〇□□ 

 

代表者の役職・氏名 

 

会長 ▲▲ ▲▲ 

 
取組実施者の住所 

〒xxx-xxxx 
 
東京都千代田区霞が関１－２－１ 

 
事業担当者の連絡先 
 
 
 

 

 
所属・役職・氏名 

 
〇〇□□ ★★部★★課 △△ △△ 

 
電話番号 

 
xxx-xxxx-xxxx 

 
E-mail 

 
●●●●●＠●●●● 

 
第２ 参加農業者の概要 

別紙２－２のとおり。 
参加農業者数（件） 取組面積（ha） 備 考 

 
10 人 

 
31 ha 

 
 

（注）「取組面積」欄は、小数点第２位まで記載すること。なお、参加農業者ごとに１a 未満の端数は切り捨てること。 
 
第３ 事業の実施方針 

○〇□□の参加農業者は○○地域の農業者に広くみられるように土壌診断による施肥設計が十分とは言えず、現在の土壌成分に対
応した施肥体系となっていない可能性がある。昨今の化学肥料の原料価格の上昇に伴い肥料コストが上昇していることから土壌診
断を行い、肥料コストを低減することの重要性が高まってきている。そこで、本事業を活用して土壌診断を行い、その結果を広く発
信することで○〇地域の農業者が施肥体系を見直す契機としたい。 
 

（注）実施体制や波及効果についても記載すること。 

施肥設計に基づき、肥料コスト等を減らす予

定の農地面積を記入 



 

第４ 事業の内容 
１ 肥料コスト低減体系への転換確立に向けた検討会の開催（任意） 

開催時期 場 所 参集範囲 取組内容 備 考 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（注）適宜、行を追加すること。 
 

２ 肥料コスト低減体系への転換実証 
    別紙２－３から２－５までのとおり。 
 

３ 肥料コスト低減効果の情報発信 
発信開始時期 発信方法 発信内容の概要 備 考 

令和５年３月 
 

〇○□□のホーム
ページにて公開 

参加農業者の平均的な土壌診断結果と、施肥設計の例の発信  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（注）適宜、行を追加すること。 
 
第５ 事業の取組目標 

転換実証 
（導入技術名） 

肥料コストの 
低減率 

施肥量の 
低減率 

切替肥料の 
国内原料割合 

算定の考え方 備 考 

土壌診断 40 ％     ％       ％ 別添にある「肥料のコスト低減事
例集」（農林水産省 令和３年 11
月）の＜土壌診断に基づく施肥の

適正化＞より引用 

 

 
 

     
 

（注）１ 転換実証で導入する技術ごとに記載すること。また、土壌診断のみに取り組む場合は、「転換実証」欄に「土壌診断」と記載すること。 
２ 「肥料コストの低減率」欄、「施肥量の低減率」欄、「切替肥料の国内原料割合」欄のいずれか１つを記載すること。 
３ 「切替肥料の国内原料割合」欄は、切り替えた肥料の性質上、肥料コスト及び施肥量の低減に係る目標を設定できない場合にのみ記載
すること。 

４ 「算定の考え方」欄は、肥料コスト又は施肥量の低減率を算定した際の考え方、前提条件等について端的に記載すること。また、「切
替肥料の国内原料割合」を選択した場合には、肥料コスト及び施肥量の低減に係る目標を設定できない理由を記載すること。 

検討会を行わない場合は記入不要 
 



 

５ 適宜、行を追加すること。 
 

第６ 成果目標の目標年度 

事業実施年度 事業実施年度の翌年度 備 考 

 〇 施肥設計に基づき行う施肥が事業実施年度の翌年度に行われるため。 
（注）１ 成果目標の目標年度を事業実施年度にする場合は、「事業実施年度」欄に〇を記載すること。 

２ 成果目標の目標年度を事業実施年度の翌年度にする場合は、「事業実施年度の翌年度」欄に〇を記載するとともに、「備考」欄にそ
の理由を記載すること。 

 
第７ 事業実施経費 

区 分 
総事業費 
(A＋B) 

負 担 区 分 

経費の根拠 備考 国庫補助金 
(A) 

自己資金等 
(B) 

肥料コスト低減体系緊急転換 
事業 

 
１ 検討会開催 

    

２ 転換実証（土壌診断） 
   備品費 
   賃金等 

 
消耗品費 
役務費 

 
３ 転換実証（技術導入） 

    
 
４ 情報発信 

    
 

円 
 
 
 
 

 
440,000 
576,000 

 
176,000 

2,200,000 
 
 

 

円 
 
 
 
 

 
400,000 
576,000 

 
160,000 

2,000,000 
 
 

 

円 
 
 
 
 

 
40,000 

0 
 

16,000 
200,000 

 
 

 
 
 
 
 

 
土壌分析装置 400,000 円/台 
作業補助者 2 名×1,800 円/時×8
時間/日×20 日 
試薬代 1600 円/点×100 点 
施肥設計料金 200,000 円×10 件 
 
 

 
 

 
 
 
 
仕入税額控除に

よる減額 
40,000 

0 
 

16,000 
200,000 

 

土壌分析装置の購

入理由については

別添に記載。 

購入の際の相見積

書については別添

のとおり。 

 

合 計 3,392,000 3,136,000 256,000  委託率 0% 

（注）１ 「区分」欄は、別表（補助対象経費）の細目ごとに記載すること。 



 

   ２ 「経費の根拠」欄は、「検討会開催」及び「情報発信」のみ記載すること。また、「区分」欄に掲げる経費の根拠（経費内容、委託先、
単価、数量、員数等）を詳細に記載すること。 

   ３ 「備考」欄は、仕入れに係る消費税等相当額について、これを減額した場合には、「減額した金額」を、同税額がない場合は「該当な
し」と、同税額が明らかでない場合には「含税額」とそれぞれ記入すること。また、委託率（「国庫補助金の委託費」／「国庫補助金の
合計額」×100）を記載すること。 



 

第８ 事業の完了予定年月日  令和 ５ 年 ３ 月 ○ 日 
 
第９ 誓約・同意事項 
   取組実施者（参加農業者を含む）は、補助金申請に当たって、次の事項を誓約・同意するものとする。 

以下の内容について誓約・同意する チェック欄 〇 

１ 本事業に係る報告や立入調査について、地方農政局長等から求められた場合に応じます。 
２ 取組を実施したことが確認できる書類等の証拠書類について、補助金の交付を受けた年度の翌年度から５年間保管し、事業実施
主体又は地方農政局長等から求められた場合は提出します。 

３ 以下の場合には、補助金を返還すること、又は交付されないことに異存ありません。 

ア 取組計画書及びその他の提出書類において、虚偽の内容を申請したことが判明した場合 
イ 正当な理由がなく、取組計画書に記載した取組を実施していないことが判明した場合 
ウ 取組計画書に記載した取組を実施したことを証明する書類が保存されていないこと、その他交付要件を満たす取組が行われ
ていないことが判明した場合 

 
（注）誓約・同意事項の内容を確認の上、チェック欄に〇を記載すること。 
 
第 10 添付資料 
１ 定款（規約）、役員・会員名簿、事務処理規程、会計処理規程等の組織運営に関する規程の写し 
  なお、ウェブサイトにおいて閲覧が可能な場合は、当該ウェブサイトの URL を記載することにより当該書類の添付を省略する
ことができる。 

２ 別紙２－２から２－５まで 
３ 経費算定の根拠とした資料（見積書等の写し等） 
４ その他、都道府県等により構成される協議会（事業実施主体）又は都道府県が必要と認める書類 
 

この事業の完了は転換実証を行った後、情報発信を行うことまで

となるため、情報発信予定日を記載。期限は概ね 3 月 20 日前後

であり、事業実施主体に確認してください 



 

年 月 日 

 

令和〇年度肥料コスト低減体系緊急転換事業 購入理由書(記入例) 

 

 

所在地             

取組実施者名          

代表者氏名           

 

 

  肥料価格高騰対策事業実施要領（令和３年 12 月 20 日付け３農産第 2156 号農林水産省農産局長通

知）別記１の第２の２の（１）に基づき行う取組について、下記の１の機械の使用を計画しているが、下

記の２の理由によりリース・レンタルを行うことが困難であると判断されるため、機械の導入に係る経

費を備品費として計上する。 

 

記 

 

１ 物品名 

費目 機械の名称／形式 使途・用途 金額（円） 

備品費 ○○○○ 土壌分析のため ○,○○○ 

 

 

２ 購入理由 

・当該機械のリース・レンタルを行っている「〇〇〇〇（□□月□□日聞き取り）※」、「△△△△△（□

□月□□日聞き取り）※」に対し、当該機械のリース・レンタルの取扱いの有無の聞き取りを行った結果、

本事業の実施期間中におけるリース・レンタル用の当該機械の在庫がないとの回答を受けたため。 

 

 

※実際にリース・レンタルを行っている業者に聞き取りを行い、２社以上から回答を受けること。なお、

その際の日付、やり取り等を記録しておくこと。 
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